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ニュージーランド地震救援対策・邦人保護等に関する要望書 

 
 2 月 22 日正午、ニュージーランドにおいて発生した、強い地震は、同国クラ

イストチャーチ市に甚大な被害を与え、既に多数の被災者が確認されている。

また、在留邦人、ならびに留学中の邦人学生を巻き込み、未だ倒壊した建物か

ら救出されていない邦人もいる。被災者の救援は時間との勝負であり、緊急の

課題である。 
 民主党は、2 月 23 日（水）にニュージーランド地震救援対策室を設置、第 1
回会合を開催し、現地状況の把握を行い、政府に対して要望を取りまとめた。

以下の事項について、取り組みを強く要望する。 

 

要望事項 

 
 現地政府との連携を強化し、邦人保護、被災者の安否確認に万全を期し、情

報収集を推進すること。 
 政府専用機、もしくはチャーター機での日本・ニュージーランド間の往来調

整・支援をはじめとする被災者、被災者家族へのサポートを強化すること。 
 現地政府より救援・復興資材等提供の要望があった場合に、積極的な対応を

取ること。 
 各国の渡航関連情報にそれぞれの災害対策情報を掲載し、渡航関連情報の充

実を図ること。 
以上 


